
5-1 多様性を尊重する共生社会づくり
• 人権を尊重する社会づくり

1-4 生涯を通じて学べる環境の整備
4-3 医療・介護提供体制の充実
5-3 人生二毛作社会の実現

③働く世代

②進学・就職世代

①未就学児・小中学生

重点目標③「社会増減」 政策評価

【凡例】破線囲みは2020年度単年の社会増減数 矢印は、2015年から2020年までの改善（↗）・悪化（↘）・変化なし（→）の傾向

0～14歳 ＋617人

国内移動 ▲2,156人

25～29歳 ▲287人

15～19歳 ▲1,693人

20～24歳 ▲2,966人

30～39歳 ＋666人

40～49歳 ＋439人

国外移動 ▲284人

50～74歳 ＋925人

ﾄﾚﾝﾄﾞ2020年

転入

転出

＋3,041人

▲2,424人

転入 ＋1,310人

転出 ▲3,003人

転入 ＋5,975人

転出 ▲8,941人

転入 ＋5,058人

転出 ▲5,345人

転入 ＋5,704人

転出 ▲5,038人

転入 ＋3,414人

転入 ＋3,843人

転出 ▲2,918人

転出 ▲2,975人

転入 ＋4,548人

転出 ▲4,832人

転入 ＋29,139人

転出 ▲31,295人

人口の社会増を実現
《社会増減》

⻑野県への転⼊と
⻑野県からの転出の差

年 基準値
(2017)

最新値
（2020）

目標値
(2022)

実績値 ▲739人 ▲2,440人 社会増

1-3 高等教育の振興による知の拠点づくり
• 県内高等教育機関の魅力向上
• 県内高等教育機関を核とした地域づくり

2-6 郷学郷就の産業人材育成・確保
• 人口減少時代の産業人材の育成・確保

1-2 地域とともに取り組む楽しい学校づくり
• 地域と学校が連携した教育の推進

2-1 革新力に富んだ産業の創出・育成
• 起業・スタートアップへの支援

3-1 信州と関りを持つ「つながり人口」の拡大
• 移住・交流の新展開
• 多様な働き方暮らし方の提案・支援

3-5 市街地の活性化と快適な生活空間の創造
• 潤いのあるまち・むらづくり

6-1 個性豊かな地域づくり
• 自主的な地域づくりの支援

1-1 生きる力と創造性を育む教育の推進
• 豊かな心と健やかな身体の育成

3-1 信州と関りを持つ「つながり人口」の拡大
• 移住・交流の新展開

（重点政策・主な施策）

75歳～ ＋143人
転出 ▲651人

転入 ＋794人

（目標値の考え）
2025年（令和７年）に「国内移動」の転入・転出を均衡させることを前提に、プラン2.0の取組成果としては、「国外移
動」を含めた転入が転出を上回る状態を目標値とした。

ﾄﾚﾝﾄﾞ2020年

35



△ 5,885

△ 447

△ 3,273
△ 3,147
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△ 3,243

△ 4,531

△ 2,156

△ 2,766

△ 776

1,465 1,579
1,994 2,287 2,443

△ 284

△ 8,651

△ 1,223

△ 1,808 △ 1,568 △ 739

△ 956
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△ 2,440
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社会増減の推移

（国内移動） （国外移動） 社会増減

(人)

(年)

重点目標③「社会増減」 政策評価

• 国内移動は、コロナ禍による地方回帰の流れを背景に、社会減が大幅に改善しました（2019年：△4,531人
→2020年：△2,156人）。国内移動が社会増から社会減に転じた2001年以降では、東日本大震災による避難
者を多数受け入れた2011年（△447人）を除いて、社会減の幅が最小となりました。

• 国外移動は、新型コロナウイルス感染症による入国規制等の影響により、社会増が社会減に転じました（2019
年：＋2,443人→2020年：△284人）。

• 全体としては、社会減の幅が拡大しました（2019年：△2,088人→2020年：△2,440人）。

• 地方回帰の流れを確かなものとするため、大都市等からの人や企業の流れを加速させる「信州回帰プロジェ
クト」や若者に魅力ある県づくりなど、社会増の実現に向けた取組の一層の強化が必要です。

出典：毎月人口異動調査（企画振興部）

出典：毎月人口異動調査（企画振興部）

1,317

△ 2,812

△ 5,885

△ 447

△ 2,156
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2,000
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国内移動の推移

東日本大震災

(人)

(年)
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出典：住民基本台帳人口移動報告（総務省）

転出・転入・社会増減の状況（2020年）
※左から社会増数が多い順に都道府県を配置

転出数【△表示】 転入数 社会増減数
(左目盛) (右目盛)(左目盛)

重点目標③「社会増減」 政策評価

• 「国内移動」を都道府県別に見ると、本県は社会減の状況にある39道府県のうち、減少数が少ない方から11
位と、前年の26位から大きく順位を上げました。

【国内移動】長野県と東京圏との転出・転入・社会増減の状況

(人) (人)

出典：毎月人口異動調査（企画振興部）

全体：19位
社会減：11位

社会増（８）

社会減（39）

• 本県と東京圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）の移動状況を見ると、2011年以降、社会減の幅が拡大し
ていましたが、2020年は大幅に改善しました。
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転出数【△表示】 転入数 社会増減数
(左目盛) (左目盛) (右目盛)

(歳)

重点目標③「社会増減」 政策評価

• 2015年と2020年の男女別の転出・転入・社会増減を見ると、男女とも「子育て期」である30代・40代の社会増の
幅の拡大に伴い、その子ども世代（0～14歳）の社会増の幅も拡大しました。

• 一方、20代前半は社会減の幅が拡大し、特に女性の社会減が大きく、男性に比べ約1.5倍（女性△1,759人、男
性△1,207人）となっています。就職活動期の若者に県内企業の魅力などを効果的に発信することが必要です。
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転出数【△表示】 転入数 社会増減数
(左目盛) (左目盛) (右目盛)

(歳)

2015年比
＋350人

2015年比
△96人

2015年比
＋242人

2015年比
△177人

(人) (人)(人) (人)

(人) (人) (人) (人)

出典：毎月人口異動調査（企画振興部）

男女別の転出・転入・社会増減の状況

2015年比
＋189人

2015年比
＋168人
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